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に他の生息地（特に別の水系）から再侵入するこ
とが難しいと考えられる．本種の移動分散は主に
流下によるものと推測されることから，同一河川

（その支流を含む）に複数の産地が残存しているこ
とが生息地の回復には重要であろう．軽微な改修
工事であっても本種の生息地点を直接破壊する可
能性がある場合は，事前に生息状況を把握し，そ
の結果に基づいて環境に配慮した形で改修の検討
を行うことが大切である．

一方で，なぜ本種のように移動分散能力が低い
と考えられる種が広い分布域を持ち，しかも各地
で得られた個体の外部形態にほとんど差異が見ら
れないのかという点については，現段階では充
分な説明ができない．今後，各地で得られた個
体の遺伝的多様性を調べることにより，こうした
疑問に対する答えが出るかもしれない．そのため
には分布空白域での発見が重要となるため，今回
紹介したような環境が近くにあるという方は是非
とも採集に挑戦していただきたい．本種はほぼ年
間を通して成虫が確認されているため（環境省，
2015），時期を問わず採集できる．特に東日本での
安定的な産地の発見が期待される．
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【短報】伊豆半島からのコモンキノコゴミムシダマ
シの採集記録

コ モ ン キ ノ コ ゴ ミ ム シ ダ マ シ Spiloscapha 
ichihashii (Nakane, 1956) は三重県の平倉（現在の津
市美杉町に所在）から得られた 1 個体をもとに記
載されたゴミムシダマシ科の甲虫である．

本種は同定が容易な美麗種にもかかわらず，記
録はかなり散発的で採集例はごく少ない．これま
でに，本州，九州に分布することが判明している（秋
田・益本 , 2016）． 

九州からは福岡県（Chûjô, 1968; 城戸 , 2016. なお
高倉（1978, 1989）の目録によれば，宗像市の沖ノ
島からの既記録があるように受け取れるが，城戸

（2007）は検討の結果，誤引用であるとの見解を示

した），佐賀県（大
塚 , 1995）， 宮 崎
県（中根 , 1975），
鹿児島県（秋田・
益本 , 2016）から，
本州からは三重県
のほか京都府（水
野 , 1976）， 和 歌
山県（的場 , 2000; 
望 月 , 2016）， 山
口 県（ 辻 , 2017）
から記録されてい
る．本州における
太平洋側の分布の

図1．コモンキノコゴミムシダマ
シ（伊豆半島産，スケール
は1 mm）.
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東限は，知られているかぎり，静岡県の野生生物
目録（多比良 , 2005）に掲載されていることから静
岡県と考えられるが，具体的なデータをともなう
採集例を筆者は見つけることができなかった． 

筆者は，以下のように，静岡県の伊豆半島で得
られた標本を検しているので報告する．

1 ex., 静岡県伊豆猫越 , 20. V. 1990, 露木繁雄採集 , 
国立科学博物館所蔵（益本コレクション中）; 1 ex., 
静岡県伊豆市湯ヶ島猫越 , 20. XII. 2007, 筆者採集，
保管．

2 例とも同じ地域の確認例である．筆者による採
集例は，クスノキ科立ち枯れの浮き上がった樹皮
下で越冬中の個体だった．確認環境は，自然度の
高い照葉樹林におおわれた尾根筋である．

末筆ながら，当日同地を案内してくださった遠
藤千秋氏（秦野市），情報をくださった安藤清志博
士 , 秋田勝己氏（津市）と益本仁雄博士，多比良嘉
晃氏（静岡市），城戸克弥氏（大野城市），標本を
検する機会を与えてくださった国立科学博物館の
野村周平博士に心よりお礼を申し上げる．
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【短報】東京都奥多摩町のツメボソクビナガムシの
記録

ツメボソクビナガムシ Stenocephaloon metallicum 
Pic, 1932 はクビナガムシ科の日本最大種で，主に
亜高山帯の針葉樹林に生息し，幼虫はダケカンバ
等の白色腐朽材を食べることが知られている．成
虫は秋に出現して朽木に集まるが，稀な種である

（佐々治 , 1985; 鈴木 , 2009）．本種は本州（関東・
中部山地）に分布し，関東地方では群馬，栃木，埼玉，
神奈川の各県で記録されている（初宿 , 2011）．筆
者は東京都奥多摩町で本種を採集したので，東京
都初記録として報告する．

1♀, 東京都西多
摩 郡 奥 多 摩 町 日
原 天 目 山 , 15. IX. 
2017. 筆 者 採 集・
保管（図 1）.

採集場所は伐採
されて開けた山頂
部で，やや古めの
広葉樹倒木をビー
ティングしたとこ
ろ 1 頭だけ得られ
た．
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図1. 東京都奥多摩町産ツメボソク
ビナガムシ. 
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